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「ボランティアパトロール」とは、ジョギング、犬の散歩や買い物など、ちょっとし
た外出の際に、オレンジ色の帽子を身につけて、パトロール活動も兼ねてもらうこと
で犯罪を抑止していくものです。

 

本
市
は
、
平
成
2
7
年
2
月
6
日
に
、
市
川
市
文
化
会
館

に
て
「
い
ち
か
わ
市
民
防
犯
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
多
く
の
市
民
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 
当
講
演
会
で
は
、
講
師
に
株
式
会
社
ス
テ
ッ
プ
総
合
研
究

所
所
長
の
清
永
奈
穂
氏
を
お
招
き
し
て
、
地
域
を
守
る
パ
ト

ロ
ー
ル
方
法
に
つ
い
て
、
実
演
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す

く
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル
を
三
年
継
続
し
て
活

動
い
た
だ
い
た
4
0
6
名
の
方
に
感
謝
状
の
授
与
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
表
彰
者
を
代
表
し
て
、
杉
平
長
徳
様
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル
の
活
動
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
そ
の
一
部
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

 
「
私
は
高
齢
者
ク
ラ
ブ
『
原
木
寿
会
』
会
長
を
務
め
て
お

り
ま
す
。
そ
の
活
動
で
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
を
回
る
機
会
が

多
々
あ
り
ま
し
た
の
で
、
同
時
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
お
う
と

考
え
た
の
が
ボ
ラ
パ
ト
に
登
録
し
た
き
っ
か
け
で
す
。
 

 
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
真
間
川
周
辺
や
原
木
３
、
４
丁
目
な
ど

を
、
ご
み
拾
い
や
街
灯
の
球
切
れ
確
認
な
ど
を
し
な
が
ら

昼
と
夜
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
所
属
す
る
原
木
自
治
会

の
活
動
で
も
、
月
に
１
回
皆
で
ボ
ラ
パ
ト
の
帽
子
を
被
り
、

不
審
者
が
潜
ん
で
い
な
い
か
な
ど
を
意
識
し
な
が
ら
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
新
学
期
や
夏

休
み
明
け
の
時
期
に
は
、
二
俣
小
学
校
児
童
の
安
全
の
た

め
、
通
学
路
に
立
ち
、
見
守
り
や
安
全
確
認
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。
 

 

ボ
ラ
パ
ト
の
帽
子
を
被
っ
て
い
る
と
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
よ
く
挨
拶
し
て
く

れ
た
り
、
知
ら
な
い
人
と
も
交
流
が
で

き
た
り
す
る
た
め
、
日
々
の
活
動
の
や

り
が
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
私
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
強
い
地

域
は
、
犯
罪
に
強
い
地
域
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
ボ
ラ
パ
ト
を
通
し
て
、
地
域
の

方
々
に
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
お
互
い
 

を
気
に
か
け
合
う
地
域
に
な
る
こ
と
で
犯

罪
の
減
少
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
 

 
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
孤
立
化

防
止
の
た
め
に
も
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
無

理
な
く
行
え
る
ボ
ラ
パ
ト
の
よ
う
な
活
動

に
、
高
齢
者
が
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域

の
人
と
の
つ
な
が
り
を
保
つ
こ
と
が
大
切

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
 

 

 

続
い
て
、
活
動
報
告
終
了
後
の
杉
平
様
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

市
川
二
俣
郵
便
局
の
局
長
を
務
め
て
い
た
経
験
な
ど
か
ら

ス
ピ
ー
チ
を
す
る
機
会
は
こ
れ
ま
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、

久
し
ぶ
り
だ
っ
た
の
で
、
緊
張
し
ま
し
た
。
う
ま
く
い
っ

て
一
安
心
で
す
。
 

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
メ
モ
を
た
く
さ
ん
と
っ
た

の
で
、
今
後
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 今
後
の
活
動
に
つ
い
て
の
意
気
込
み
は
?
 

感
謝
状
を
い
た
だ
い
て
、
今
後
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

健
康
に
気
を
付
け
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
頑
張
り
た
い
で

す
。
『
原
木
寿
会
』
や
自
治
会
な
ど
で
、
ボ
ラ
パ
ト
を

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
、
参
加
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

若
い
人
に
も
、
も
っ
と
参
加
し
て
も
ら
え
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

今
回
の
講
演
は
如
何
で
し
た
か
?
 

活
動
報
告
を
終
え
た
心
境
は
如
何
で
す
か
?
 

   A. Q.    A. Q.     A. Q.  

杉
平
様
の
よ
う
な
、
一
人
ひ
と
り
の
活
動
の
積
み
重
ね
が
、

市
内
の
犯
罪
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
へ
の
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
市
川
市
 
市
民
安
全
課
）
 



・交通ルールを守らない人が多く残念に思う。

・地域の方と交流する機会が増えた。 ・真冬のパトロールは身体的に厳しい。

・挨拶をしても返してくれないことがあった。

（一部抜粋）

◇平成２６年　市内の犯罪発生件数

  平成26年度に実施したボランティアパトロール活動調査の結果を掲載します。今回は１，２３４名の方々に回
答をいただきました。調査へのご協力ありがとうございました。

・近所の学校に通う児童の保護者から感謝の手紙をもらった。

　　　　≪活動をしていて良かったこと≫ 　≪活動をしていて嫌に思ったこと≫

・「ありがとう」「お疲れ様」と声をかけてもらえる。

・帽子を被っていると、皆が安心して挨拶してくれる。

・健康な身体の維持に役立っている。

◇ボランティアパトロール活動調査結果

・パトロールへ参加する若い人が少ない。

ボランティアパトロールへの新規加入、バッジや帽子の紛失・交換な
どに関しては、市川市 市民安全課 までお問い合わせください。              
【TEL】 ０４７－３３４－１１２９    

毎日 
26% 

週1日程度 
30% 

週3日程度 
28% 

その他 
16% 

1人 
57% 

2～4人 
16% 

5～7人 
13% 

8～10人 
6% 

10人以上 
8% 

9時以前 
18% 

9～12時 
15% 

12～15時 
14% 

15～18時 
31% 

18～22時 
20% 

22時以降 
2% 

散歩 

23% 

買い物 

14% 

地域活動 

18% ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ・ｳｫｰｷ

ﾝｸﾞ 

11% 

ﾊﾟﾄﾛｰﾙ目的 

12% 

児童の見守り 

8% 

犬の散歩 

6% 

通勤・通学 

4% 

その他 

4% 

活
動
の
頻
度

 

活
動
の
時
間
帯

 

活
動
時
の
人
数

 

ど
の
よ
う
な
時
に
活
動

 

し
て
い
る
か

 

ボラパト登録者数 
（平成27年3月末）    

 ２,９４９名 

 皆さま一人ひとりの活動により、市内で発
生する犯罪の件数は年々減少を続けていま
す。しかし、罪種別にみると、昨年は、家主
が不在時に侵入し窃盗を行う「空き巣」や就
寝中を狙う「忍込み」など「侵入盗」が増加
しました。 
 

 犯人の侵入手段として意外と多いのが、無
施錠の窓や玄関からの侵入です。短時間でも
家を空ける際は、必ず鍵をかける習慣を持ち
ましょう。 
 
 また、これらの犯罪を行おうとする者は、
顔を見られること、覚えられることを嫌いま
す。パトロール時に不審な人物を見つけたと
きは、挨拶するだけでも十分な抑止効果があ
ります。 
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